
議会運営委員会 
 

日 時  令和３年１０月２１日（木） 午前１０時～  

場 所  全員協議会室  

 

 

１ 議会活性化の検討について【別紙№１～４】 

（１）早期検討項目等について 

 

 

 

 

２ 幹事長（会派代表者）討論について【別紙№５】 

 

 

 

 

３ その他 

（１）広報広聴会議の報告 

   ・議会ホームページ【別紙№６】 

   ・議会だより 

・東輝中学校との意見交換会 

 １０月２７日（水） １３：３０～ 

（２）議員派遣について 

 政策研究会行政視察 ※ＬＧＢＴＱ＋の取組について 

   （期間）１１月 ４日（木） 

 （派遣場所）兵庫県明石市 

   （参加）浅田会長、三上副会長、赤坂副会長、冨谷議員、平本議員、 

       木村議員、三宅議員、松山議員、小川議員、木曽議員、竹田議員、 

＊福井議長参加 

 

 

【裏面につづく】 



（３）議会運営委員会の日程 

   １２月議会議案送付 

    １１月２２日（月） １０：００～ 

※議運後、幹事会、 １１：００～ 全員協議会（財政状況及び今後の見通し）、 

引き続き（午後予定）会派会議、広報広聴会議（広報部会・広聴部会） 

    ※議運事前調整 １１月１９日（金）１１：００～（正副議長・正副委員長） 

（４）その他委員会等の日程 

    １０月２１日（木） １３：３０～ 総務文教常任委員会 

２６日（火） １３：３０～ 産業建設常任委員会 

１１月 ９日（火） １１：００～ 幹事長（会派代表者）討論 

１７日（水） １０：００～ 環境市民厚生常任委員会 



前回(8/18)のまとめ

議会活性化検討項目一覧（令和３年度）　①早期検討抜粋ほか
ver031021

《提案内容》
・一般質問を行っていない副議長、監査委員について、質問の機会を付与すべき。
・一定の条件を踏まえたうえで、監査委員も議員としての権限を有することから、一般質問を実施できることとする。

《主な意見》
・一般質問時間のシミュレーションにあたり、副議長・監査委員の質問権の付与について、先に議論していく。
・質問ができない中で会派としては候補を出さなかった。副議長や監査委員の任期があるので、次の役員改選からでよい。
・今までの慣例の中で質問しないことになっているのであれば取っ払ったらよい。
・前向きに検討するほうがよい。
・副議長や監査委員も質問していくことは、議会の活性化となるので、この前提でよい。
・副議長や監査委員も含めた形でやっていただければよい。
・正副議長と監査委員が一般質問をしないということは、先例・申合せに記載されている。先例・申合せから文言を外せばよい。
・議会運営委員会で了承いただければ、先例・申合せの変更は可能である。
・副議長については、特に知り得た情報はないが、監査委員については、監査委員だけが知り得る情報があるので、その内容については除外するという約定等を
付けなければならない。

《決定事項》
・先例・申合せを変更することで発言できるように対応し、通常で通告できる形をとることで整理する。
・副議長・監査委員の質問権の付与については、来年３月議会からの実施とし、それまでの間はこれまでどおり、議会運営委員会での承認とする。各会派では、こ
のことについて伝えていただき、理解を得ておくこととする。それをもって、今後の議会運営委員会で、先例・申合せの変更について協議する。

2 機能
強化 本会議場での休憩時間の取り扱い

《主な意見》
・ゆったりと日程をとって４日間で考えていけばよい。
・副議長や監査委員も含めた形でやっていただければよい。
・二人（副議長・監査委員）が増えて、そのことを汲んでの活性化であれば、その人数分も入れて検討すべきである。二人増えれば３日間では無理がある。
・さらに質問者が増えると、日によっては議会運営委員会や追加議案の提案理由説明・付託などもあるので、かなり厳しいスケジュールを組むことになる。
・４日間がよい。議会としては職員のことを考えていくことも大切である。
・午前に３人となると、１２時３０分の終了となり、働き方改革や昼休みの関係で考えると難しい。

《決定事項》
・６月議会・９月議会・１２月議会の一般質問については、連続二人までを最大とし、引き続く場合は休憩を挟む。
・副議長と監査委員を含めて考えると、３日間では無理であり、４日間とする。
・一般質問４日間は、１２月議会から実施する。
・副議長・監査委員を含めた２３人で４日間のシミュレーションを作成し、検討する。（事務局資料作成）

※議場内へのマイボトルの持ち込みについては、令和３年６月議会から実施済み。当面続けていく。

検討継続 ①

4 機能
強化 決算事務事業評価の再考

《決定事項》
・決算審査資料である令和２年度決算に関する主要施策報告書（８月２３日配付予定）が届き次第、各常任委員会分科会で事前勉強会を実施して、決算審査に臨
む。

※なお、従来どおりの分科会方式、事務事業評価等により、決算審査を実施する。
※令和３年９月議会実施済み。

検討終了 ①

機能
強化 副議長・監査委員の質問権の付与

別紙№１

№ 分類 項目 《主な意見》　《決定事項》　等

検討継続 ②

検討
結果

検討
優先度

1
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前回(8/18)のまとめ

議会活性化検討項目一覧（令和３年度）　①早期検討抜粋ほか
ver031021

№ 分類 項目 《主な意見》　《決定事項》　等
検討
結果

検討
優先度

《主な意見》
～代表質問について～
・代表質問１日と個人質問３日間の枠の中で組んでいただくのがよい。
・質問と答弁を一体とする考え方でシミュレーションしていただきたい。
・代表質問の答弁内容を踏まえて、個人質問をする形をとっている。１日目に代表質問するのであればよいが、２日目以降は、代表質問と個人質問が逆になる場合
もあり矛盾が生じる
・代表質問の質問と答弁が分かれることは、避けてほしい。
・１日１日のトップで代表質問する考え方がよい。
・代表質問は１日目にまとめたほうがよい。代表質問は大きいところで捉えていただき、細かい部分については、個人質問で関連質問しやすくしていくことも手法で
ある。

～個人質問について～
・一般質問４日目が入ってくれば、一人４５分が可能ではないか。
・答弁含めて一人４５分がよい。

《決定事項》
・３月議会の一般質問については、４日間とし、１日目で代表質問を全て終えて、また、一人ずつで休憩を挟む。
・個人質問は３日間として、質問時間については、答弁を含み一人４５分を確保し、二人で休憩を挟む。
・副議長と監査委員も含め、一般質問２３人とする。
・これらの内容でシミュレーションを作成し、検討する。（事務局資料作成）

10-2 機能
強化 本会議場のBGM

《決定事項》
・本会議開始前と休憩時（本会議再開前）に２０分程度、議場内にＢＧＭを流す。
・事務局が選曲し、正副議長と正副委員長に相談の上、決定する。

※令和３年９月議会実施済み。

検討終了 ①

12 情報
共有

会派の行政視察報告をホームページで
公開

《主な意見》
・様式はこれでよい。
・交換名刺をどのようにするのか整理したい。
・名刺には携帯番号など個人情報が記載されているので、名刺についてはホームページに載せないほうがよい。視察応対していただいた方の役職の記載で対応で
きる。
・写真はよいが、名刺はホームページに掲載しないほうがよい。
・政務活動費を使って行政視察された報告については、その都度いただいている。交換名刺や資料などの添付も含めて、報告書一件書類として議会図書室で保管
している。
・視察報告書の提出は従来どおりでよい。

《決定事項》
・視察報告書は従来どおり視察後１カ月以内を目途に提出する。
・ホームページでの公開については、政務活動費の収支報告と合わせて、次年度４月以降に行う。
・次回の会議で、再度、会派の行政視察用の書式を示していただく。（事務局資料作成）

検討継続 ①

6 機能
強化 一般質問の個人質問時間配分の変更 検討継続 ①
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№ 分類 項目 《主な意見》　《決定事項》　等
検討
結果

検討
優先度

《委員長提案》
・来期に向けて、しっかりとした形で申し送りしていきたい。第１５期と第１６期のそれぞれの４年間で、全国都市問題会議に参加するために予算措置した経費を積
み上げて、それを議員数で割れば、各期における一人当たりの費用が算出できる。いろいろな研修に行きたいとの思いであれば、その費用を政務活動費に加算す
る手法を取ってみてはどうか。全ての議員に対して、全国都市問題会議で執行した費用を振り分けて、政務活動費に配分する形で研修費に充てていく案である。

《主な意見》

・全国都市問題会議だけでなく、ほかに候補を挙げて選べばどうか。他会派の議員や他自治体の議員との交流ができる点では、会派の行政視察と違う面もある。
・研修で何を学びたいのかが大事であり、また、議長会フォーラムは抽選で当選しない場合もあって、一定決められない部分がある。
・コロナ後においては、大規模会場での大勢を集積する研修会は実施されにくくなることが想定される。経費がかさんだり、参加定員が減ると参加しづらくなるので、
委員長の意見も大事である。ただし、新たに政務活動費に配分するのであれば、必ず研修会に参加するということの足かせを付けておく必要がある。これを行政視
察で使ってしまえば、本末転倒であるので、この部分をペインティングして検討いただきたい。
・全国都市問題会議にかかっている予算を使って、これから議員が活動する上で、それぞれが選択していろいろな研修に行けるようになる。議員それぞれが思いを
もって勉強するために研修に参加するものであるのでよいと思う。
・基準を明確に設けていただいた中で、研修会を選べるようになるのはありがたい。
・議員それぞれが自由に使えてよいと思うが、１年間で精算しなければならないので、事務局として予算の付け方が難しい。
・政務活動費については、条例で定められているものであり、条例改正は可能であると考えるが、それまでには、財政的な面での協議が必要になってくる。
・議員一人で見ると４年間に一度参加しており、１年間６人の予算を全議員２４人で割ることになるので、現在月額１万５，０００円の政務活動費からどれほどのアッ
プとなるのか。
・予算については財政課との協議が必要である。また、議長には理事者との調整についてお願いしたい。

《決定事項》
・今年度中止となれば、予算的なことがあるが、最終年度に１８人が対象となる。今期についてはその整理しかできない。
・第１８期に向けて、どのぐらいの額になるのかシミュレーションして、予算を組み替えて政務活動費に積んで調整できるのかを検討する。（事務局資料作成）

検討継続 ①議員研修（全国都市問題会議等）の検討その他14
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別紙№２ 

令和３年度 議会活性化の検討 ②検討（１～２年を目途） 

項目№１ 副議長・監査委員の質問権の付与 【機能強化】 

 

《提案内容》 

・一般質問を行っていない副議長、監査委員について、質問の機会を付与すべき。 

・一定の条件を踏まえたうえで、監査委員も議員としての権限を有することから、 

  一般質問を実施できることとする。 

 

○前回の内容等 

《主な意見》 

・一般質問時間のシミュレーションにあたり、副議長・監査委員の質問権の付与

について、先に議論していく。 

・質問ができない中で会派としては候補を出さなかった。副議長や監査委員の任

期があるので、次の役員改選からでよい。 

・今までの慣例の中で質問しないことになっているのであれば取っ払ったらよ

い。 

・前向きに検討するほうがよい。 

・副議長や監査委員も質問していくことは、議会の活性化となるので、この前提

でよい。 

・副議長や監査委員も含めた形でやっていただければよい。 

・正副議長と監査委員が一般質問をしないということは、先例・申合せに記載さ

れている。先例・申合せから文言を外せばよい。 

・議会運営委員会で了承いただければ、先例・申合せの変更は可能である。 

・副議長については、特に知り得た情報はないが、監査委員については、監査委

員だけが知り得る情報があるので、その内容については除外するという約定等

を付けなければならない。 

 

《決定事項》 

・先例・申合せを変更することで発言できるように対応し、通常で通告できる形

をとることで整理する。 

・副議長・監査委員の質問権の付与については、来年３月議会からの実施とし、

それまでの間はこれまでどおり、議会運営委員会での承認とする。各会派では、

このことについて伝えていただき、理解を得ておくこととする。それをもって、

今後の議会運営委員会で、先例・申合せの変更について協議する。 

 

 

 

 

 



2 

 

 

○今回の検討事項 

・先例・申合せの整理。 

 

《府内他市の状況》 

 ・副議長  実施している      ８市 

       慣例的に控えている等  ７市（亀岡市） 

 

※申合せ等 

（亀岡市） 議長、副議長及び議会選出監査委員は、一般質問を行わないのが 

       例である。（先例・申合せ１１５） 

 

 ・監査委員 実施している     １０市 

       慣例的に控えている等  ５市（亀岡市） 

 

※申合せ等 

  （京丹後市）監査委員はその任務の性格から良識をもって行う。 

（亀岡市） 議長、副議長及び議会選出監査委員は、一般質問を行わないのが 

       例である。（先例・申合せ１１５） 
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令和３年度 議会活性化の検討 ①早期検討 

項目№２ 本会議場での休憩時間の取り扱い 【機能強化】 

 

《提案内容》 

・マイボトルの持ち込みと合わせて、休憩時間の設定を検討する。 

・会議中の離席者を調整する工夫が必要である。 

 

○前回の内容等 

《主な意見》 

・ゆったりと日程をとって４日間で考えていけばよい。 

・副議長や監査委員も含めた形でやっていただければよい。 

・二人（副議長・監査委員）が増えて、そのことを汲んでの活性化であれば、そ

の人数分も入れて検討すべきである。二人増えれば３日間では無理がある。 

・さらに質問者が増えると、日によっては議会運営委員会や追加議案の提案理由

説明・付託などもあるので、かなり厳しいスケジュールを組むことになる。 

・４日間がよい。議会としては職員のことを考えていくことも大切である。 

・午前に３人となると、１２時３０分の終了となり、働き方改革や昼休みの関係

で考えると難しい。 

 

《決定事項》 

・６月議会・９月議会・１２月議会の一般質問については、連続二人までを最大

とし、引き続く場合は休憩を挟む。 

・副議長と監査委員を含めて考えると、３日間では無理であり、４日間とする。 

・一般質問４日間は、１２月議会から実施する。 

・副議長・監査委員を含めた２３人で４日間のシミュレーションを作成し、検討

する。（事務局資料作成） 

 

※議場内へのマイボトルの持ち込みについては、令和３年６月議会から実施済み。

当面続けていく。 

 

 

○今回の検討事項 

・６月議会、９月議会、１２月議会における一般質問のタイムスケジュール 

シミュレーション【別紙№３】 
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令和３年度 議会活性化の検討 ①早期検討 

項目№６ 一般質問の個人質問時間配分の変更 【機能強化】 

 

《提案内容》 

・一般質問の個人質問について、３月議会においても一人２０分を会派に割り当

てるという考えではなく、議員一人持ち時間（答弁時間含む）４５分とする。 

 

○前回の内容等 

《主な意見》 

～代表質問について～ 

・代表質問１日と個人質問３日間の枠の中で組んでいただくのがよい。 

・質問と答弁を一体とする考え方でシミュレーションしていただきたい。 

・代表質問の答弁内容を踏まえて、個人質問をする形をとっている。１日目に代

表質問するのであればよいが、２日目以降は、代表質問と個人質問が逆になる

場合もあり矛盾が生じる。 

・代表質問の質問と答弁が分かれることは、避けてほしい。 

・１日１日のトップで代表質問する考え方がよい。 

・代表質問は１日目にまとめたほうがよい。代表質問は大きいところで捉えてい

ただき、細かい部分については、個人質問で関連質問しやすくしていくことも

手法である。 

 

～個人質問について～ 

・一般質問４日目が入ってくれば、一人４５分が可能ではないか。 

・答弁含めて一人４５分がよい。 

 

《決定事項》 

・３月議会の一般質問については、４日間とし、１日目で代表質問を全て終えて、

また、一人ずつで休憩を挟む。 

・個人質問は３日間として、質問時間については、答弁を含み一人４５分を確保

し、二人で休憩を挟む。 

・副議長と監査委員も含め、一般質問２３人とする。 

・これらの内容でシミュレーションを作成し、検討する。（事務局資料作成） 

 

 

○今回の検討事項 

 ・３月議会における一般質問のタイムスケジュール 

シミュレーション【別紙№３】 
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令和３年度 議会活性化の検討 ①早期検討 

項目№１２ 会派の行政視察報告をホームページで公開 【情報共有】 

 

《提案内容》 

・政務活動費の収支報告とともに、会派の行政視察報告についてもホームページ

に掲載する。 

 

○前回の内容等 

《主な意見》 

・様式はこれでよい。 

・交換名刺をどのようにするのか整理したい。 

・名刺には携帯番号など個人情報が記載されているので、名刺についてはホーム

ページに載せないほうがよい。視察応対していただいた方の役職の記載で対応

できる。 

・写真はよいが、名刺はホームページに掲載しないほうがよい。 

・政務活動費を使って行政視察された報告については、その都度いただいている。

交換名刺や資料などの添付も含めて、報告書一件書類として議会図書室で保管

している。 

・視察報告書の提出は従来どおりでよい。 

 

《決定事項》 

・視察報告書は従来どおり視察後１カ月以内を目途に提出する。 

・ホームページでの公開については、政務活動費の収支報告と合わせて、次年度

４月以降に行う。 

・次回の会議で、再度、会派の行政視察用の書式を示していただく。 

（事務局資料作成） 

 

 

○今回の検討事項 

 ・会派の視察調査報告書様式の確認【別紙№４】 
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令和３年度 議会活性化の検討 ①早期検討 

項目№１４ 議員研修（全国都市問題会議等）の検討 【その他】 

 

《提案内容》 

・１７期はどうするのか。行った人と行かなかった人がいる。（コロナ禍、残りの

期間で都市問題会議だけで未だの議員全員が対応できない。議長会フォーラム

等、議長が認める研修も含めて全員がどれかに参加できるようにすべき。 

・そのうえで、１８期に向けたルール作りを１年余で考えていく。 

 

○前回の内容等 

《委員長提案》 

・来期に向けて、しっかりとした形で申し送りしていきたい。第１５期と第１６

期のそれぞれの４年間で、全国都市問題会議に参加するために予算措置した経

費を積み上げて、それを議員数で割れば、各期における一人当たりの費用が算

出できる。いろいろな研修に行きたいとの思いであれば、その費用を政務活動

費に加算する手法を取ってみてはどうか。全ての議員に対して、全国都市問題

会議で執行した費用を振り分けて、政務活動費に配分する形で研修費に充てて

いく案である。 

 

《主な意見》 

・全国都市問題会議だけでなく、ほかに候補を挙げて選べばどうか。他会派の議

員や他自治体の議員との交流ができる点では、会派の行政視察と違う面もある。 

・研修で何を学びたいのかが大事であり、また、議長会フォーラムは抽選で当選

しない場合もあって、一定決められない部分がある。 

・コロナ後においては、大規模会場での大勢を集積する研修会は実施されにくく

なることが想定される。経費がかさんだり、参加定員が減ると参加しづらくな

るので、委員長の意見も大事である。ただし、新たに政務活動費に配分するの

であれば、必ず研修会に参加するということの足かせを付けておく必要がある。

これを行政視察で使ってしまえば、本末転倒であるので、この部分をペインテ

ィングして検討いただきたい。 

・全国都市問題会議にかかっている予算を使って、これから議員が活動する上で、

それぞれが選択していろいろな研修に行けるようになる。議員それぞれが思い

をもって勉強するために研修に参加するものであるのでよいと思う。 

・基準を明確に設けていただいた中で、研修会を選べるようになるのはありがた

い。 

・議員それぞれが自由に使えてよいと思うが、１年間で精算しなければならない

ので、事務局として予算の付け方が難しい。 
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・政務活動費については、条例で定められているものであり、条例改正は可能で

あると考えるが、それまでには、財政的な面での協議が必要になってくる。 

・議員一人で見ると４年間に一度参加しており、１年間６人の予算を全議員２４

人で割ることになるので、現在月額１万５，０００円の政務活動費からどれほ

どのアップとなるのか。 

・予算については財政課との協議が必要である。また、議長には理事者との調整

についてお願いしたい。 

 

《決定事項》 

・今年度中止となれば、予算的なことがあるが、最終年度に１８人が対象となる。

今期についてはその整理しかできない。 

・第１８期に向けて、どのぐらいの額になるのかシミュレーションして、予算を

組み替えて政務活動費に積んで調整できるのかを検討する。 

 

 

○今回の検討事項 

 ・第１８期に向けたルール作り 

 ・政務活動費への積み上げ 

 

《試算》 

 ・第１５期（平成２３～２６年度） 鹿児島市・盛岡市・大分市・高知市 

２，４５１，４２７円（総額）／２６人＝９４，２８６円 （Ａ） 

１人１ケ月あたりの額 （Ａ）／４８ケ月＝１，９６４円 

・第１６期（平成２７～３０年度） 長野市・岡山市・那覇市・長岡市 

１，９３４，８８０円（総額）／２４人＝８０，６２０円 （Ｂ） 

１人１ケ月あたりの額 （Ｂ）／４８ケ月＝１，６８０円 

 

  ※第１５期と第１６期の平均額 １，８２２円 

 

 

 

 



別紙№３

一般質問時間のシミュレーション

６月議会・９月議会・１２月議会 ３月議会

現状 案 現状 案 （参考）

６人 ５人 ４人 ４人 ４人

１０分休憩 １０分休憩
１５分休憩

１０分休憩 １０分休憩

８人 ６人 ８人 ７人 ８人

１５分休憩

１５分休憩 １５分休憩 １５分休憩

１５分休憩

１５分休憩 １５分休憩

７人 ６人 ９人 ７人 ８人

１５分休憩

１５分休憩 １５分休憩 １５分休憩
１５分休憩

１５分休憩 １５分休憩
追加提案・付託

追加提案・付託

予特（正副委員長互選）

６人 （一般質問予備日） ５人 ３人

１５分休憩

追加提案・付託

予特（正副委員長互選）

１５分休憩 １５分休憩

追加提案・付託

予特（正副委員長互選）
追加提案・付託

各常任委員会
（補正予算審議）

各常任委員会
（補正予算審議）

２
日
目

⑳13:00～13:45

⑲10:45～11:30 ⑳10:45-11:30

昼休憩
（11:30～13:00）

昼休憩
（11:30～13:00）昼休憩

（12:00～13:00）

㉓14:45-15:30

㉓15:30～16:15

各常任委員会
（補正予算審議）

㉑13:00-13:45

㉑13:45～14:30 ㉒13:45-14:30

⑳16:30-17:15

㉑ 9:30-10:15

㉒10:15-11:00

㉓11:15-12:00

⑯14:45～15:30

⑩14:45-15:30

⑪15:30-16:15

⑫16:30-17:15

❶10:00-11:20

昼休憩
（11:20～13:00）

❷13:00-14:20

❸14:30-15:50

❹16:00-17:20

２０分休憩

  議運（市長出席）

⑬ 9:30-10:15

⑭10:15-11:00

⑮11:15-12:00

⑯14:45-15:30

⑬10:45-11:30
⑮11:10-11:45

⑩14:10-14:45

昼休憩
（11:30～13:00）

昼休憩
（11:45～13:00）

昼休憩
（11:20～13:00）

❷13:00-14:20

⑤ 9:30-10:15

⑥10:15-11:00

⑦11:15-12:00

昼休憩
（12:00～13:00）

⑧13:00-13:45

⑨13:45-14:30

昼休憩
（12:00～13:00）

⑯13:00-13:45

⑰13:45-14:30

⑱14:45-15:30

⑲15:30-16:15

４
日
目

４
日
目

⑱10:00～10:45
各常任委員会

（補正予算審議）

⑲10:00-10:45

㉑15:45～16:30 ⑳15:40-16:15
㉑16:15-16:50 ⑱16:30-17:15

⑰15:30～16:15 ⑲15:05-15:40 ⑰15:30-16:15

３
日
目

㉒14:45～15:30

⑫10:00-10:45
⑭10:35-11:10

⑯10:45～11:30 ⑬10:45～11:30

昼休憩
（12:15～13:15）

⑰11:30～12:15

３
日
目

⑮10:00～10:45 ⑫10:00～10:45 ⑬10:00-10:35

昼休憩
（11:30～13:00）

⑮13:45～14:30

昼休憩
（11:30～13:00）昼休憩

（11:45～13:00）昼休憩
（12:15～13:15）

⑭13:00～13:45 ⑭13:00-13:45
⑱13:15～14:00 ⑯13:00-13:35

⑰13:35-14:10 ⑮13:45-14:30
⑲14:00～14:45

⑱14:10-14:45

⑳15:00～15:45

⑭16:30～17:15 ⑪16:30-17:15

⑫14:45～15:30 ⑩14:45～15:30 ２０分休憩 ⑨14:45-15:30
⑪15:05-15:40

⑪15:30～16:15 ⑩15:30-16:15

  議運（市長出席）

⑧13:00～13:45 ⑧13:00-13:35 ⑦13:00-13:45

⑬15:45～16:30 ⑫15:40-16:15

❹15:20-16:40  議運（市長出席）   議運（市長出席）

❹16:00-17:20

❸14:30-15:50

２
日
目

⑦10:00～10:45 ⑥10:00～10:45 ⑤10:00-10:35 ⑤10:00-10:45

１
日
目

⑥10:35-11:10
⑧10:45～11:30 ⑦10:45～11:30 ⑥10:45-11:30

⑦11:10-11:45

⑨11:30～12:15 昼休憩
（11:30～13:00）

⑩13:15～14:00 ⑨13:35-14:10
⑨13:45～14:30 ⑧13:45-14:30

⑪14:00～14:45

  議運（市長出席）

❶10:00-11:20
②10:45～11:30 ②10:45～11:30

❷11:20-12:00

昼休憩
（12:15～13:15）

③11:30～12:15 昼休憩
（11:30～13:00）

１
日
目

①10:00～10:45 ①10:00～10:45
❶10:00-11:20

昼休憩
（12:00～13:00）昼休憩

（12:15～13:15）
③13:00～13:45 ❷13:00-13:40

④13:45～14:30
❸13:40-15:00⑤14:00～14:45

⑥14:45～15:30 ⑤14:45～15:30 ２０分休憩

④13:15～14:00

補正予算審議の常任委員会 実績時間

H31 総4.0h・環2.5h・産2.5h 平均3.0h

R1 総6.5h・環2.5h・産3.0h 平均4.0h

R2 総4.5h・環3.0h・産4.5h 平均4.0h



年  月  日 

亀岡市議会議長        様 

 

会派名 

幹事長 

 

会派視察調査報告書 

  

会派視察調査の結果について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 視察期間 

 

２ 視察場所 

 

３ 調査項目 

 

４ 参加議員 

 

５ 概  要   別紙のとおり 

 別紙№４ 



視  察  概  要 

 

 

◎  月  日（ ） 
視察場所 
視察時間 
 

（１）調査項目 

   説明者（相手方） 

 

※写真貼付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視 察 場 所 

 

調 査 項 目 

 

視察の目的 

 

施策等の概要 

例 

（視察先の施策） 

（本市の現状） 

考 察 

例 

（現状や事業効果） 

（本市に導入できること） 

（本市に導入した場合の課題） 

（今後の検討） 

議員意見等 

 

※資料・交換名刺別添 










